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はじめに

　鹿児島大学国際島嶼教育研究センターは、その前身の多島圏研究センター（平成２２年
度改組）から、『「新・道の島々」研究・センサーゾーン形成』と『島は一つの世界』の
タイトルのもと、鹿児島県島嶼部における「人々の生活と自然環境」について、専任教
員が主体となり兼務教員と外部協力教員と協力し、プロジェクトを企画し調査を行って
います。
　鹿児島県は日本で２番目に島が多い島嶼県で、島の総数は６０５で、そのうち有人島は
３２あります。これらの島々には、交通機関の発達した島もあれば、交通機関のあまり発
達していない島も数多く存在します。そのため、交通機関のあまり発達していない島々
の「人々の生活と自然環境」を研究するために、国際島嶼教育研究センターの専任教員
と兼務教員（本プロジェクトには農学部・教育学部・水産学部・法文学部・理学部の兼
務教員が参加）、そして学外協力教員は鹿児島大学水産学部の練習船「南星丸」の学生
実習に同行させていただき、調査を行ってきました。
　これまでに、平成２２年度は黒島（研究者７名）、平成２１年度は口之良部島（研究者９
名）、平成２０年度は三島（台風２号のため中止）、平成１９年度は硫黄鳥島・与路島（研究
者12名）、平成１８年度臥蛇島（研究者１０名）、平成１７年度は宇治群島（研究者10名）を対
象に学術調査を行ってきました。本書は平成１７年より平成２２年度までにおいて練習船南
星丸において行った調査報告です。本報告書では平成２２年度黒島学術調査、平成２１年度
口之良部島学術調査を中心に研究内容を報告し、硫黄鳥島・与路島、臥蛇島、宇治群島
学術調査については国際島嶼教育研究センターの専任教員が主体となり研究内容を報告
します。
　本研究を行うに当たり、練習船南星丸の乗組員の方々、各島々の行政機関と住民の皆
様、水産学部の学生と教員の方々のご理解とご協力をいただきました。皆様に心から感
謝いたします。

２０１１年３月
プロジェクト部会長

桑原季雄
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Preface

　　Research Center for the Pacif ic Islands, Kagoshima University （RCPI） is carrying 
out research projent “Small Islands in Subtropical” and “A Research Project for 
sensor Zone Setting on Kagoshima Chain Islands from South to North for Cultural & 
Environmental Transition” with supporting staff in Kagoshima University. Kagoshima 
prefecture has ６０５ islands and ３２ of them are inhabited by people. Some islands has 
well developed traff ic system, however, some do not. Therefore, RCPI has research 
by vessel “Nansei Maru” of Faculty of Fisheries, Kagoshima University to study the 
islands which do not have well developed traff ic system to visit the island. We have 
carried out the research in Kuroshima Island in ２０１０, Kuchinoerabu Island in ２００９, 
Mishima Island in ２００８ （suspended because of typhoon）, Ioutorishima Island and Yoro 
Island in ２００７, Gajyajima Island in ２００６, Uji Islands in ２００６. This is a report about 
these researches.
　　Finally, we are grateful thanks to staff of vesell “Nansei Maru”, people in each 
islands, and students and staff in Faculty of Fisheries for their kind support and 
understanding on these researches.

Chief in Project Committee
KUWAHARA Sueo

March ２０１１
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